
編　 集　 後　 記

　小学校の平和学習集会にお邪魔しました。平

和集会では、戦争の悲惨さを思い返し、平和と

命の尊さを誓い合い、胸に刻みます。

　彼らの幼い横顔を見ながら、戦争や平和につ

いて、どんな風に感じているのかなぁ、なんて

思っていました。でも、きっと伝わっています

よね。当たり前にある、今の平和がどんなに素

晴らしいか…。

　私は今も覚えています。低学年の頃、平和集

会で見せてくださった、被爆し、ガラス片が埋

まったままの校長先生の、痛そうで悲しい背中、

忘れてはならない背中を…。　　　　　　野原

　「ただいまーっ」「おかえり、よう帰ってきたね」

お盆休みを利用して、南島原市に帰省した子ど

もやお孫さんとの、こんな一幕があったと思い

ます。話すことがたくさんあったのに、でも話

さないでもなんとなく雰囲気で分かりあえる。

それが家族であり、故郷。

　田んぼの水音、潮の香り、鳥の声は心地よく

感じられたのではないでしょうか。でも何より

も心を癒してくれたのは、優しく迎えてくれた

「人」では…。おじいちゃん、おばあちゃん、いつ

もありがとう。９月18日は敬老の日です。隈部

ふ る さ と


